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県指定重要文化財（工芸品）

金こ
ん

銅ど
う

製せ
い

華け

鬘ま
ん　
　
　

一
面

指　

定　

昭
和
三
十
年
十
二
月
二
十
七
日

所
在
地　

い
わ
き
市
四
倉
町
字
西
三
丁
目

所
有
者　

妙
見
堂

室
町
時
代
・
天て
ん

文ぶ
ん

五
年（
一
五
三
六
）

縦　

三
四
・
八
㎝
、
横　

三
七
・
六
㎝

華
鬘
は
仏
殿
の
欄
間
に
掛
け
る
荘し
ょ
う

厳ご
ん

具ぐ

で
あ
る
。
イ
ン
ド
で
は
華
で

鬘か
ず
ら

を
作
り
、
男
女
と
も
に
身
に
着
け
て
飾
り
と
し
て
お
り
、
大
日
経
で

は
「
数
多
く
の
華
を
集
め
て
鬘
と
な
し
、
も
っ
て
仏
に
供
養
す
べ
し
」
と

説
い
て
い
る
。
生
花
に
代
わ
っ
て
永
久
的
荘
厳
具
と
な
り
、
木
製
・
金
属

製
・
皮
製
・
布
製
の
華
鬘
が
制
作
さ
れ
た
。
教
王
護
国
寺（
京
都
府
京
都
市
）

の
牛
皮
打
ち
抜
き
彩
画
の
華
鬘
、
中
尊
寺
金
色
堂（
岩
手
県
西
磐
井
郡
平
泉

町
）の
金
銅
製
の
も
の
な
ど
が
著
名
で
あ
る
。

こ
の
華
鬘
は
金
銅
製
団う
ち

扇わ

形
で
、
上
部
中
央
に
釣
環
を
付
し
、
猪い
の

目め

半は
ん

円え
ん

の
環
座
に
は
唐
草
文
を
あ
ら
わ
し
魚な
な

子こ

地じ

で
埋
め
て
い
る
。
揚
げ
巻
き

は
紐
状
の
毛
彫
り
が
あ
り
、
鋲
止
め
し
て
い
る
。
こ
の
形
は
生
花
を
結
ん

だ
名
残
で
あ
る
。
揚
げ
巻
き
の
上
部
に
は
蓮れ
ん

華げ

が
あ
っ
て
、
下
部
両
紐
の

間
に
は
「
岩
金
山
本
願
祐
西
」
と
双
鈎
体
で
あ
ら
わ
し
、
短
冊
形
に
魚
子

を
打
ち
出
し
た
銘
が
あ
る
。
そ
の
両
側
に
は
「
天
文
五
年　

今
月
吉
日
」

と
蹴け
り

彫ぼ
り

が
し
て
あ
る
。
揚
げ
巻
き
の
右
に
は
開か
い

敷ふ

蓮
華
二
、未み

敷ふ

蓮
華
二
、

蓮
葉
二
を
散
ら
し
、
そ
の
間
を
唐
草
文
で
つ
な
い
で
い
る
。
左
も
同
じ
文

様
で
左
右
同
形
を
な
し
て
い
る
。
華
鬘
の
下
部
に
は
七
個
の
小
輪
が
あ
る

が
、
瓔よ
う

珞ら
く

は
失
わ
れ
て
い
る
。
制
作
の
技
法
は
丁
重
で
あ
る
。

天
文
五
年（
一
五
三
六
）祐
西
が
奉
納
し
た
も
の
で
、
当
代
金
工
品
の
特

色
を
よ
く
示
し
て
い
る
。

な
お
、
こ
の
金
銅
製
華
鬘
は
、
昭
和
三
十
年（
一
九
五
五
）こ
ろ
当
堂
に

寄
進
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。



55

県指定重要文化財（工芸品）

太た　
　
　

刀ち　
　
　

一
口

無
銘　

一
文
字

（
附
）　

糸
巻
太
刀
拵

指　

定　

昭
和
三
十
四
年
三
月
十
七
日

所
在
地　

い
わ
き
市
平
字
一
町
目

所
有
者　

個
人

鎌
倉
時
代（
十
三
世
紀
）

長
さ　

六
八
・
八
㎝

反
り　

一
・
五
㎝
、
元
巾　

二
・
八
五
㎝

先
巾　

二
・
〇
㎝
、
茎
長
さ　

一
八
・
三
㎝

一
文
字
と
い
う
太
刀
は
、
鎌
倉
初
期
か
ら
あ
ら
わ
れ
た
古
い
流
派
で
、

御
番
鍛
冶
の
則
宗
が
祖
と
い
う
。
茎な
か
ご

に
「
一
」
の
字
を
切
っ
た
の
で
一

文
字
と
い
わ
れ
る
が
、
福
岡
一
文
字
、
古
岡
一
文
字
、
正
中
一
文
字
、
片

山
一
文
字
と
四
つ
の
系
統
に
分
か
れ
、
こ
れ
を
総
称
し
て
「
一
文
字
」
と

呼
ん
で
い
る
。

こ
の
太
刀
は
鎬し
の
ぎ

造つ
く

り
、
庵い
お
り

棟む
ね

、
鋒き
つ
さ

は
猪い

首く
び

状じ
ょ
う

、
棒ぼ
う

樋ひ

を
掻
き
通
す

樋
先
が
上
が
り
肩
は
り
、
物も
の

打う
ち

表お
も
て

に
切
り
込
み
が
あ
る
。
鍛き
た

え
は
杢も
く

目め

に
板
目
ま
じ
り
、
良
く
つ
み
乱
れ
映
り
が
た
つ
。

刃は

文も
ん

は
匂に
お
い

出で

来き

、
丁ち
ょ
う

字じ

刃ば

に
蛙か
わ
ず

子こ

丁ち
ょ
う

子じ

が
ま
じ
り
、
逆
が
か
っ
て

足に
う

と
葉よ
う

が
入
り
小こ

沸に
え

が
つ
く
。
帽
子
は
乱
心
で
丸
に
返
り
浅
い
。
茎
は
大お
お

磨す
り

上あ

げ
で
無
銘
、
目
釘
三
個
が
あ
る
。

拵
こ
し
ら
え

は
糸
巻
太
刀
拵
、
総
金
具
赤し
ゃ
く

銅ど
う

魚な
な

子こ

地じ

に
小
縁
付
丸
に
釘
抜
の
色

絵
紋
を
散
ら
し
、
鞘
は
黒
呂
色
、
雲
様
の
金
散
地
に
同
紋
を
高
蒔
絵
に
し

て
あ
り
、
柄
は
黒
糸
平
巻
の
江
戸
時
代
の
作
品
で
あ
る
。

太
刀
は
大
給
松
平
家
伝
来
で
、
一
文
字
吉
房
と
い
わ
れ
鎌
倉
期
の
作
品

と
し
て
貴
重
で
あ
る
。
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県指定重要文化財（工芸品）

銅ど
う

製せ
い

御み

正
し
ょ
う

体た
い　
　
　

一
面

指　

定　

昭
和
三
十
八
年
三
月
二
十
日

所
在
地　

い
わ
き
市
平
豊
間
字
下
ノ
内

所
有
者　

諏
訪
神
社

室
町
時
代
・
永
禄
九
年（
一
五
六
六
）

径　

二
二
・
五
㎝

諏
訪
神
社
の
宝
前
に
掛
け
ら
れ
た
鋳
銅
製
の
御
正
体
で
、
上
部
の
左
右

に
環
座
が
あ
る
。
鏡
板
に
は
外
周
と
内
周
に
二
条
の
重
圏
が
あ
っ
て
銘
帯

を
形
成
し
、
上
下
左
右
の
四
ヵ
所
に
は
三
個
の
珠し
ゅ

文も
ん

が
あ
る
。
中
央
に
は

宝
冠
を
い
た
だ
き
、
合
掌
し
て
蓮
台
に
坐
し
た
仏
像
が
あ
る
。
諏
訪
明
神

の
本
地
仏
の
普
賢
菩
薩
と
思
わ
れ
る
が
、
宝
冠
を
み
る
と
十
一
面
観
音
と

も
思
わ
れ
る
。

像
の
左
に
は
花
を
さ
し
た
花
瓶
が
あ
り
、裏
面
に
は
次
の
刻
銘
が
あ
る
。

奉
懸
奥
刕
岩
城
之
郡
豊
間
之　
　

敬
白　
　
　
　
　
　
　
　

塩
家

取
訪
大
名
神
御
宝
前
御
正
躰　
　

本
願
大
峯
大
支
新
伊
守
久
吉

大
且
那
志
賀
右
衛
門
尉　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
大
支
吉
広

助
力
之
且
那
大
工
重
吉

遠
藤
三
郎
兵
衛　
　
　

永
禄
九
年
丙

刀
十
二
月
十
三
日

銘
文
の
取
訪
は
「
諏
訪
」、
新
伊
守
は
「
紀
伊
守
」、
大
支
は
「
大
夫
」

の
誤
り
と
思
わ
れ
る
。
本
願
の
大
峯
大
夫
は
、
現
宮
司
大
峯
家
の
先
祖
で

あ
る
。
大
且
那
志
賀
氏
は
岩
城
家
の
執
事（
家
老
）で
あ
っ
た
。

作
者
に
つ
い
て
は
、
銘
文
か
ら
み
る
と
、
今
は
失
わ
れ
た
が
飯
野
八
幡

宮
銅
鐘
は
天
文
二
十
年（
一
五
五
一
）「
鋳
工
対
馬
守
重
善
」
の
作
、
諏
訪

神
社
御
正
体
は
永
禄
九
年（
一
五
六
六
）「
大
工
重
吉
」
の
作
、
ま
た
石
川

郡
玉
川
村
都
々
古
別
神
社
鰐
口
は
天
正
九
年（
一
五
八
一
）「
岩
城
之
大
工

重
吉
之
作
」、
同
社
御
正
体
は
天
正
十
年
「
岩
城
大
工
長
山
対
馬
守
重
吉

造
之
」
の
銘
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
「
し
げ
よ
し
」
と
読
む
こ
と

か
ら
、
同
一
人
か
同
系
統
の
作
者
と
考
え
ら
れ
る
。

御
正
体
の
作
柄
は
上
手
と
は
い
え
な
い
が
、
磐
城
の
鋳
工
の
作
に
な
る

も
の
で
、
銘
文
の
も
つ
資
料
的
価
値
は
高
い
。
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県指定重要文化財（工芸品）

刺し

繍し
ゅ
う阿あ

弥み

陀だ

三さ
ん

尊ぞ
ん

種し
ゅ

子じ

懸か
け

幅ふ
く　
　
　

一
幅

指　

定　

昭
和
三
十
九
年
三
月
二
十
四
日

所
在
地　

い
わ
き
市
四
倉
町
薬
王
寺
字
塙

所
有
者　

薬
王
寺

鎌
倉
時
代（
十
三
世
紀
）

縦　

六
四
・
四
㎝
、
横　

二
三
・
〇
㎝

剌
繍
の
技
法
は
、
わ
が
国
へ
六
世
紀
の
中
葉
に
仏
教
と
と
も
に
伝
え
ら

れ
た
。
聖
徳
太
子
が
没
し
て
間
も
な
く
、
妃
の
橘
大
朗
女
は
天て
ん

寿じ
ゅ

国こ
く

曼ま
ん

荼だ

羅ら

を
刺
繍
で
作
り
太
子
を
供
養
し
た
。こ
れ
が
現
存
最
古
の
遺
品
で
あ
る
。

奈
良
・
平
安
時
代
に
も
作
ら
れ
、
鎌
倉
時
代
に
な
る
と
住
生
者
を
極
楽
ヘ

導
く
阿
弥
陀
の
来ら
い

迎ご
う

図ず

や
、
阿
弥
陀
三
尊
の
種し
ゅ

子じ

な
ど
浄
土
教
関
係
の
も

の
が
多
く
な
る
。

こ
の
懸
幅
は
上
部
の
天て
ん

蓋が
い

か
ら
は
瓔よ
う

珞ら
く

が
さ
が
り
、
そ
の
下
に
三
つ
の

円
相
が
あ
る
。
上
の
大
き
な
円
相
に
は
阿
弥
陀
の
種
子
、
そ
の
下
左
右
の

円
相
に
は
観
音
・
勢せ
い

至し

の
種
子
が
あ
る
。こ
の
種
子
は
毛
髪
で
刺
繍
さ
れ
、

五
彩
の
糸
で
繧う
ん

繝げ
ん

風ふ
う

に
刺
繍
さ
れ
た
蓮れ
ん

台だ
い

に
安
置
さ
れ
て
い
る
。
刺
繍
に

毛
髪
を
使
用
す
る
こ
と
は
、
源
頼
朝
が
没
し
、
そ
の
法
事
に
際
し
て
妻
政

子
が
自
ら
の
髪
を
切
っ
て
繍し
ゅ
う

仏ぶ
つ

を
つ
く
っ
て
供
養
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
懸
幅
の
種
子
の
刺
繍
も
遺
族
の
毛
髪
と
思
わ
れ
る
。

下
部
の
案
に
は
獅
子
型
の
香こ
う

炉ろ

、
左
右
に
は
花
瓶
が
配
し
て
あ
る
。
こ

れ
ら
も
五
彩
の
糸
で
刺
繍
さ
れ
、
鎌
倉
時
代
の
優
れ
た
工
芸
品
と
し
て
注

目
さ
れ
る
。

県
内
に
は
こ
の
よ
う
な
繍
仏
が
数
点
あ
る
。
相
馬
郡
鹿
島
町
の
阿
弥
陀

寺
所
蔵
の
も
の
は
、
南
無
阿
弥
陀
の
名
号
を
あ
ら
わ
し
、
国
の
重
要
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
手
法
に
お
い
て
は
こ
れ
に
劣
ら
な
い
優
品
で
あ

る
。
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県指定重要文化財（工芸品）

金こ
ん

銅ど
う

装そ
う

赤あ
か

漆う
る
し

塗ぬ
り

笈お
い　
　
　

一
背

指　

定　

昭
和
五
十
九
年
三
月
二
十
三
日

所
在
地　

い
わ
き
市
渡
辺
町
上
釜
戸
字
堤
ノ
内

所
有
者　

清
谷
寺

室
町
時
代
前
期（
十
五
世
紀
）

高
さ　

七
六
㎝

脚
開　

六
二
・
五
㎝
、
奥
行（
下
部
）　

三
〇
㎝

上
釜
戸
清
谷
寺
に
伝
来
す
る
金
銅
装
笈
は
、
赤
漆
塗
の
山
伏
笈
で
、
各

種
の
技
法
に
よ
る
文
様
・
器
物
な
ど
を
表
現
し
た
金
メ
ッ
キ
を
施
し
た
厚

手
の
金
銅
板
で
飾
ら
れ
て
い
る
。

上
部
の
山
形
は
、
金き
ん

覆ふ
く

輪り
ん

を
つ
け
、
日じ
つ

月げ
つ

を
表
現
す
る
。
五
条
の
框
に

は
各
々
古
風
な
猪い
の

目め

透す
か

し
が
あ
る
八
双
金
具
の
外
に
、
魚な
な

子こ

地じ

に
唐
草

文
・
仏
具
・
海
棲
動
植
物
を
毛
彫
り
打
ち
出
し
で
表
現
す
る
。
最
上
段
の

框
に
は
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
六
字
の
名
号
を
表
現
す
る
。
上
段
の
扉
は

右
を
欠
失
す
る
が
、
左
に
は
風ふ
う

鐸た
く

を
つ
け
た
三
重
塔
と
菱り
ょ
う

花か

文も
ん

の
蝶
番

金
具
を
と
り
つ
け
る
。
ケ
ン
ド
ン
板
に
は
蓮れ
ん

華げ

に
の
る
輪り
ん

宝ぼ
う

を
並
置
し
、

帖じ
ょ
う

木ぎ

に
は
蓮
台
上
の
三さ
ん

鈷こ

柄づ
か

剣け
ん

、
下
に
三さ
ん

鈷こ

鈴れ
い

を
表
し
、
鈴
に
は
ア
ヤ

メ
を
魚
子
地
で
現
わ
す
。
往
時
は
赤
漆
地
に
、
華
麗
な
金
銅
金
具
が
美
し

く
輝
い
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

背
面
に
は
次
の
銘
文
が
墨ぼ
く

書し
ょ

さ
れ
、
中
央
に
釈
迦
如
来
を
表
す
梵
字
が

あ
る
。「
奉
納　

法
花
妙
典　

陸
拾
六
部
」
左
右
に
「
拾
羅
刹
女　

上
州

之
住
眞
如
房
」「
三
十
番
神　

天
正
貳
年
甲
戌
拾
月
吉
日
」
と
あ
り
、
さ

ら
に
梵
字
・
不
明
文
字
仮
名
交
り
文
が
あ
る
。
納
人
物
は「
三
部
之
秘
経
」

と
墨
書
し
た
経
箱
の
断
片
が
あ
る
。

天
正
二
年（
一
五
七
四
）は
奉
納
日
で
あ
る
の
で
、
笈
の
制
作
は
さ
ら
に

古
い
。
近
似
す
る
も
の
に
、
永
享
二
年（
一
四
三
〇
）の
山
形
県
慈
恩
寺
禪

定
院
の
笈
が
あ
る
。
こ
れ
を
も
と
に
推
測
す
る
と
、
清
谷
寺
笈
は
室
町
時

代
前
期
ご
ろ
の
制
作
と
み
ら
れ
、山
伏
笈
中
古
期
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。
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県指定重要文化財（工芸品）

銅ど
う　
　
　

鐘し
ょ
う　
　
　

一
口

指　

定　

昭
和
六
十
年
三
月
二
十
九
日

所
在
地　

い
わ
き
市
好
間
町
川
中
子
字
愛
宕
東

所
有
者　

川
中
子
区

江
戸
時
代
・
延
享
四
年（
一
七
四
七
）

総
高　

一
〇
七
㎝
、
口
径　

六
三
・
二
㎝

こ
の
梵
鐘
は
愛
宕
神
社
参
道
右
側
の
鐘
楼
に
掛
け
て
あ
る
。
撞
座
に
は

蓮れ
ん

華げ

文も
ん

が
あ
り
、
下
帯
に
は
唐
草
文
を
巡
ら
し
て
い
る
。
池
の
間
各
区
に

は
浮
彫
り
が
あ
っ
て
、
第
一
区
に
は
大
天
狗
、
第
二
区
に
は
甲
を
着
し
棒

を
持
っ
た
烏
天
狗
が
中
腰
に
か
ま
え
た
姿
、
第
三
区
に
は
腰
を
お
ろ
し
て

か
ま
え
た
烏
天
狗
、
第
四
区
に
は
遠
山
や
樹
木
が
見
え
、
岩
屋
の
中
の
堂ど
う

宇う

は
京
の
愛
宕
山
の
景
と
思
わ
れ
る
。
各
区
に
は
次
の
刻
銘
が
あ
る
。

（
第
一
区
）　

奥
州
岩
城
磐
前
郡
川
中
子
村　

愛
宕
山
大
権
現

（
第
二
区
）　

願
以
此
功
徳　

普
及
於
一
切　

我
等
與
衆
生

皆
共
成
仏
道

（
第
三
区
）　

当
村
願
主
猪
狩
甚
休
、
同
太
左
衛
門
。
念
仏
衆
中
之
野

伝
三
郎
、
鈴
木
三
次
郎
、
猪
狩
甚
衛
、
同
甚
右
衛
門
、

芝
野
定
右
衛
門
、
猪
狩
太
兵
衛

（
第
四
区
）　

成
福
院
住
元
栄
、
延
享
四
丁

卯
天
五
月
二
十
四
日
、

鋳
工
椎
名
久
兵
衛
国
光
、
同
長
次
郎

梵
鐘
は
延
享
四
年（
一
七
四
七
）平
梅
香
町
の
鋳
物
師
、
椎
名
久
兵
衛
国

光
・
長
次
郎
の
作
で
あ
る
。

椎
名
氏
は
慶
長
五
年（
一
六
〇
〇
）、
岩
城
貞
隆
の
御
抱
え
鋳
物
師
と
な

り
、
の
ち
に
鳥
居
氏
・
内
藤
氏
・
安
藤
氏
に
仕
え
た
。

本
鐘
の
池
の
間
各
区
に
施
さ
れ
た
天
狗
・
愛
宕
山
風
景
の
浮
彫
り
に
は

み
る
べ
き
も
の
が
あ
り
、
全
体
と
し
て
作
行
も
良
く
、
戦
時
中
の
金
属
回

収
令
か
ら
も
除
か
れ
た
作
者
・
年
代
の
明
ら
か
な
作
品
で
あ
る
。

愛
宕
社
は
、
か
つ
て
飯
野
八
幡
宮
の
供ぐ

僧そ
う

寺じ

の
一
つ
で
あ
る
成
福
院
が

別
当
で
あ
っ
た
。
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県指定重要文化財（工芸品）

常と
こ

滑な
め

大お
お

壷つ
ぼ　
　
　

一
口

指　

定　

昭
和
六
十
二
年
三
月
二
十
七
日

所
在
地　

い
わ
き
市
平
字
八
幡
小
路

所
有
者　

飯
野
八
幡
宮

鎌
倉
時
代（
十
四
世
紀
）

器
高
四
一
・
〇
㎝
、
口
径
二
三
・
七
㎝

こ
の
常
滑
大
壷
は
、
飯
野
八
幡
宮
古
式
大
祭
の
神
事
八
十
八
膳
献け
ん

饌せ
ん

の

際
に
献
供
さ
れ
る
「
一ひ
と

夜よ

酒さ
け

」
を
醸か
も

す
の
に
使
わ
れ
た
。

口
唇
部
に
わ
ず
か
の
欠
損
が
み
ら
れ
る
が
、
鉄
分
を
含
む
陶
土
を
、
幅

約
五
㎝
程
度
の
粘
土
紐
と
し
、
そ
れ
を
約
八
段
に
輪わ

積づ
み

成せ
い

形け
い

し
て
い
る
完

器
で
あ
る
。
胎た
い

土ど

は
灰
色
で
、
細
砂
粒
を
含
ん
で
い
る
。
焼
成
は
比
較
的

よ
く
堅け
ん

緻ち

に
仕
上
り
、
器
肌
も
常
滑
特
有
の
茶
褐
色
を
呈
す
。
緑
灰
色
の

降こ
う

灰か
い

自し

然ぜ
ん

釉
う
わ
ぐ
す
り

は
、
口
縁
部
上
面
と
肩
部
に
一
様
に
か
か
る
。
底
面
は

緩
い
凹
凸
が
見
ら
れ
、
未
調
整
で
あ
る
。
少
々
の
砂
を
蒔
き
、
そ
の
上
に

器
体
を
乗
せ
て
焼
成
し
た
痕
跡
が
窺
え
る
。

最
大
胴
径
四
〇
・
二
㎝
、
底
径
一
六
・
七
㎝
を
測
り
、
最
大
胴
径
は
器

高
の
三
分
の
二
位
の
箇
処
に
あ
る
。

口
縁
部
は
垂
直
に
Ｎ
字
形
に
近
く
折
り
返
さ
れ
、
そ
の
幅
が
細
く
、
縁

帯
幅
は
約
一
・
七
㎝
を
測
り
、
上
端
近
く
に
浅
い
凹
溝
が
め
ぐ
り
、
肩
の

大
き
く
張
る
器
形
で
典
型
的
な
特
徴
を
示
す
。
器
壁
は
一
・
三
㎝
内
外
。

肩
部
に
は
刷
毛
状
工
具
に
よ
る
ナ
デ
が
施
さ
れ
縦
筋
目
が
走
る
。
下
胴
部

は
輪
積
さ
れ
た
器
面
を
締
め
る
が
如
く
ヘ
ラ
ナ
デ
さ
れ
、
そ
の
工
程
は
丁

寧
で
あ
る
。

こ
の
壺
を
効
果
的
に
特
徴
づ
け
て
い
る
の
は
、
肩
部
に
押
さ
れ
た
印い
ん

花か

紋も
ん

の
存
在
で
あ
る
。
直
径
四
㎝
内
外
の
陰
五
本
源げ
ん

氏じ

車く
る
ま

紋も
ん

が
五
箇
、
約

五
・
五
㎝
間
隔
に
て
一
方
の
面
に
押
圧
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
壺
は
、
十
四
世
紀
に
尾
張
国（
愛
知
県
）常
滑
窯
で
焼
か
れ
た
も
の

で
、
出
土
品
で
は
な
く
、
伝
世
し
た
こ
と
に
価
値
が
あ
る
。
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県指定重要文化財（書跡）

国く
に

魂た
ま

文も
ん

書じ
ょ

（
二
三
通
）　　
　

一
巻

指　

定　

昭
和
三
十
年
二
月
四
日

所
在
地　

い
わ
き
市
平
菅
波
字
宮
前

所
有
者　

個
人

鎌
倉
時
代
～
南
北
朝
時
代（
十
三
～
十
四
世
紀
）

縦　

三
一
・
八
㎝
、
全
長　

一
〇
ｍ

国
魂
文
書
は
、
延え
ん

喜ぎ

式し
き

内な
い

社し
ゃ

の
大
国
魂
神
社
に
伝
来
す
る
文
書
群
で
、

巻か
ん

子す

装そ
う

一
巻
か
ら
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
を
巻
子
装
と
し
た
の
は
磐
城
平
藩
主
・
内
藤
義
孝
で
、
元
禄
十
二

年（
一
六
九
九
）三
月
十
五
日
の
奥
書
が
あ
る
。

岩
城
一
族
で
あ
る
国
魂
村
地
頭
国
魂
氏
に
関
す
る
文
書
で
、
南
北
朝
中

期
以
後
、
同
社
の
神
主
と
な
っ
た
山
名
氏
に
伝
え
ら
れ
、
現
在
に
至
っ
て

い
る
。
二
三
通（
外
に
系
図
一
通
）の
う
ち
、
二
通
が
鎌
倉
期
の
も
の
で
あ

る
以
外
は
、
す
べ
て
南
北
朝
期
の
文
書
で
あ
る
。

正
応
五
年（
一
二
九
二
）の
国
魂
経
隆
遺
領
配
分
状
案
は
、
地
頭
職
の
構

造
お
よ
び
作
人
の
存
在
形
態
を
示
す
貴
重
な
文
書
で
あ
る
。
北
畠
顕
家
の

花
押
の
あ
る
下
文
、足
利
尊
氏
の
袖
判
の
あ
る
吉
良
貞
家
奉
書
の
ほ
か
に
、

下
知
状
・
打
渡
状
・
軍
忠
状
・
着
到
状
・
禁
制
・
吹
挙
状
等
が
あ
る
。
年

号
は
正
応
・
正
安
・
建
武
・
延
元
・
暦
応
・
康
永
・
貞
和
・
観
応
・
文

和
・
康
安
・
貞
治
等
の
南
北
朝
を
中
心
と
し
た
文
書
で
、
磐
城
は
も
と
よ

り
日
本
史
の
解
明
に
貴
重
な
存
在
と
な
っ
て
い
る
。

訴そ

訟し
ょ
う

の
資
料
と
し
て
作
ら
れ
た
系
図
は
、
岩
城
氏
の
系
図
の
基
本
を

な
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
重
要
で
あ
る
。
伊
賀
氏
の
「
飯
野
家
文

書
」（
国
指
定
）と
と
も
に
、
磐
城
に
お
け
る
中
世
文
書
の
双
璧
を
な
し
て

い
る
。
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県指定重要文化財（書跡）

紺こ
ん

紙し

金き
ん

字じ

法ほ

華け

経き
ょ
う　
　
　

八
巻

指　

定　

昭
和
三
十
年
二
月
四
日

所
在
地　

い
わ
き
市
勿
来
町
関
田
寺
下

所
有
者　

松
山
寺

平
安
時
代（
十
二
世
紀
）

縦　

二
七
・
三
㎝　

全
長　

各
一
〇
ｍ
余

仏
教
の
経
典
は
、
本
来
仏ぶ
っ

陀だ
（
釈
迦
如
来
）の
教
え
を
記
録
し
た
も
の
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
よ
う
な
経
典
は
、経
文
の
一
字
一
字
を
仏
と
し
て
尊
び
、

経
典
そ
の
も
の
を
美
し
く
荘し
ょ
う

厳ご
ん

し
た
い
と
い
う
意
図
が
あ
ら
わ
れ
て
、

紺
紙
や
紫
紙
に
金
泥
・
銀
泥
で
書
写
さ
れ
て
い
る
。
表
紙
に
は
絵
や
文
様

を
描
き
、
見
返
し
は
説
法
図
な
ど
で
飾
ら
れ
た
写
経
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
写
経
を
装
飾
経
と
よ
ん
で
い
る
。

平
安
時
代
に
な
る
と
法
華
信
仰
と
浄
土
思
想
が
発
達
し
、
写
経
が
流
行

し
て
、
多
く
の
装
飾
経
が
作
ら
れ
た
。
奥
州
平
泉
に
お
い
て
も
藤
原
清
衡

の
金
銀
交
書
一
切
経
を
は
じ
め
、
基
衡
・
秀
衡
の
代
に
も
紺
紙
金
泥
の
写

経
が
行
わ
れ
た
。
世
に
こ
れ
を
中
尊
寺
経
と
よ
ん
で
い
る
。
平
清
盛
が
一

門
と
と
も
に
、
各
一
巻
ず
つ
を
分
担
し
て
厳
島
神
社
に
奉
納
し
た
平
家
納

経
は
、
善
を
尽
し
美
を
尽
し
た
経
巻
で
、
装
飾
経
の
頂
点
に
達
し
た
も
の

と
し
て
有
名
で
あ
る
。

松
山
寺
所
蔵
の
法
華
経
は
、
紺
紙
に
金
・
銀
泥
で
宝ほ
う

相そ
う

華げ

文も
ん

を
描
い
た

表
紙
が
つ
き
、
見
返
し
に
は
各
巻
そ
れ
ぞ
れ
経
文
の
趣
意
を
現
す
絵
が
描

か
れ
て
い
る
。
本
文
は
紺
紙
に
罫
線
が
引
か
れ
、
雄ゆ
う

渾こ
ん

な
金
字
で
経
文
が

写
さ
れ
て
い
る
。
軸
は
水
晶
を
用
い
、
当
初
か
ら
と
思
わ
れ
る
組
紐
の
緒

が
あ
る
。
奥
書
が
な
い
の
で
願
主
・
年
代
等
は
わ
か
ら
な
い
が
、
様
式
・

手
法
が
中
尊
寺
経
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
、
平
安
時
代
の
末
期
か
鎌
倉
時

代
初
期
の
制
作
と
思
わ
れ
る
。

松
山
寺
は
真
言
宗
智
山
派
に
属
し
、
関
松
山
宝
寿
院
と
号
す
る
。
僧
徳

一
の
草
創
と
伝
え
、
中
興
四
世
宥
長
は
新
義
真
言
宗
の
総
本
山
根
来
寺
で

教
相
を
醍
醐
寺
で
事
相
を
学
ん
だ
名
僧
で
あ
り
、
在
京
中
に
後
陽
成
天
皇

の
御
製
を
拝
領
す
る
な
ど
同
寺
に
多
く
の
宝
物
を
も
た
ら
し
た
。
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県指定重要文化財（書跡）

相そ
う

馬ま

昌ま
さ

胤た
ね

起き

請し
ょ
う

文も
ん　
　
　

一
通

指　

定　

昭
和
三
十
年
十
二
月
二
十
七
日

所
在
地　

い
わ
き
市
平
字
旧
城
跡

所
有
者　

個
人

江
戸
時
代
・
享
保
元
年（
一
七
一
六
）

縦　

三
二
㎝
、
横　

五
七
・
六
㎝

こ
の
起
請
文
の
添
書
に
よ
れ
ば
、
馬
場
春
信
は
相
馬
藩
の
勘
定
奉
行
で

あ
っ
た
。
馬
場
家
に
は
武
田
信
玄
流（
甲
州
流
）の
軍
術
が
代
々
伝
わ
っ
て

い
た
。
春
信
の
祖
、
馬
場
美
濃
守
は
、
初
代
相
馬
藩
主
・
相
馬
義
胤
に
甲

州
流
の
軍
術
を
伝
授
し
て
い
る
。

享
保
元
年（
一
七
一
六
）一
月
九
日
、
六
代
藩
主
・
相
馬
昌
胤
は
家
臣
の

馬
場
春
信
か
ら
、
甲
州
流
の
軍
法
と
城
捕
り
、
縄
張
り
法（
築
城
法
）の
伝

授
を
受
け
る
た
め
、
自
筆
の
起
請
文
を
春
信
に
差
し
出
し
た
の
で
あ
る
。

軍
法
の
伝
授
は
同
年
の
一
月
中
、
十
五
日
間
に
渡
っ
て
行
わ
れ
、
伝
書
五

巻
と
摩ま

利り

支し

天て
ん

画が

像ぞ
う

を
伝
え
た
。

起
請
文
は
「
天
罰
起
請
文
之
事
」
と
記
し
、「
一
武
田
信
玄
公
流
の
軍
法
、

并
に
城
捕
り
縄
張
り
御
相
伝
の
儀
、
聊
似
て
他
言
・
他
見
仕
間
敷
候
。
但

し
、
軍
用
の
節
は
格
別
た
る
可
し
。
御
相
伝
誠
に
以
て
有
難
き
義
、
屋
形

様
に
対
し
奉
り
毛
頭
御
後
闇
の
儀
、
有
之
間
敷
候
事
」
と
し
、「
他
流
の

軍
書
に
書
き
加
え
は
し
な
い
し
、
他
流
の
軍
法
は
申
さ
な
い
」、
ま
た
「
執

心
の
輩
と
い
え
ど
も
誓
紙
無
し
に
は
相
伝
は
し
な
い
。
書
物
の
取
り
扱
い

は
入
念
に
な
し
、
私
に
書
入
は
し
な
い
。
軍
法
相
伝
の
儀
に
つ
き
、
自
己

の
心
覚
え
に
し
た
も
の
で
も
、
父
子
兄
弟
に
も
堅
く
秘
密
に
し
て
お
き
、

死
後
は
こ
と
ご
と
く
焼
失
申
す
」
こ
と
な
ど
を
誓
っ
て
い
る
。

軍
術
秘
伝
の
取
り
扱
い
が
、
い
か
に
厳
重
に
行
わ
れ
た
か
を
知
る
こ
と

が
で
き
、
起
請
文
形
式
が
法
隆
寺
式
に
な
っ
て
い
る
な
ど
、
我
が
国
の
誓

約
慣
行
起
請
文
資
料
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
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県指定重要文化財（書跡）

鏡
き
ょ
う

祐ゆ
う

血け
ち

脈
み
ゃ
く　
　
　

一
通

指　

定　

昭
和
三
十
一
年
九
月
四
日

所
在
地　

い
わ
き
市
平
字
一
町
目

所
有
者　

個
人

室
町
時
代
・
長
禄
四
年（
一
四
六
〇
）

縦　

三
一
㎝
、
横　

三
八
㎝

本
書
は
大
正
以
後
散
逸
し
て
し
ま
っ
た
恵
日
寺
文
書
の
一
紙
で
あ
り
、

阿あ

闍じ
ゃ

梨り

か
ら
瑜ゆ

祇ぎ

灌か
ん

頂じ
ょ
う

の
結
果
、
弟
子（
受
者
）に
授
与
さ
れ
る
「
瑜
祇

印
信
」と
称
す
る
も
の
で
あ
る
。
印い
ん

信じ
ん

と
は
真
言
・
天
台
宗
な
ど
で
師（
阿

闍
梨
）が
秘
法
を
伝
授
し
た
証
拠
と
し
て
弟
子
に
あ
た
え
る
も
の
で
、
普

通
は
極
秘
の
印
相
と
真
言
を
記
し
た
一
紙
、
教
祖
大
日
如
来
よ
り
の
相
承

血
脈
の
一
紙
、
血
脈
の
縁
由
を
記
し
た
紹
文（
紹
書
）の
一
紙
と
の
三
紙
が

一
組
に
な
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
血
脈
・
印
信
・
紹
文
の
三
通
が
作
成
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る

が
血
脈
・
紹
文
は
伝
来
せ
ず
本
指
定
文
書
は
印
信
で
あ
る
。
文
書
の
正
式

名
は
「
鏡
祐
授
祐
信
瑜
祇
印
信
」
と
す
べ
き
で
あ
り
、
血
脈
で
は
な
い
。

左
端
の
「
傅
授
阿
闍
梨
鏡
祐
示
之
」
九
文
字
は
祐
信
の
師
、
鏡
祐
自
筆

で
あ
り
、
本
文
は
一
般
的
に
は
灌
頂
を
受
け
る
者（
受
者
）が
阿
闍
梨
か
ら

示
さ
れ
た
雛
形
類
に
し
た
が
っ
て
書
か
れ
る
場
合
が
多
く
、
祐
信
筆
の
可

能
性
が
あ
る
。

恵
日
寺
に
伝
来
す
る
「
恵
日
寺
相
伝
系
図
」
に
よ
る
と
、
薬
王
寺
の

中ち
ゅ
う

興こ
う

開
山
で
あ
る
鏡
祐
法
印
は
永
享
八
年（
一
四
三
六
）十
月
、
恵
日
寺
の

三
世
に
就
任
し
て
い
る
。
同
寺
は
甚
光
山
と
称
し
、明
徳
四
年（
一
三
九
三
）

四
月
に
九
州
豊
後
の
人
、
甚
恵
に
よ
っ
て
中
興
開
山
さ
れ
た
寺
で
、
真
言

宗
の
三
宝
院
流
光
宝
方
の
事
相
が
根
本
で
あ
っ
た
。

本
来
鏡
祐
は
三
宝
院
流
意
教
方
の
事
相
を
伝
承
す
る
僧
で
あ
る
が
、
恵

日
寺
住
持
と
し
て
入
寺
す
る
時
、
二
世
甚
祐
か
ら
光
宝
方
を
授
法
し
た
と

思
わ
れ
る
。
こ
の
印
信
は
形
式
か
ら
判
断
す
る
と
、
三
宝
院
光
宝
方
と
い

わ
れ
る
法
流
の
も
の
で
、
鏡
祐
が
意
教
方
の
ほ
か
、
光
宝
方
も
相
承
し
て

い
た
こ
と
を
示
す
重
要
な
資
料
で
あ
る
。
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県指定重要文化財（書跡）

正お
お

親ぎ

町ま
ち

天て
ん

皇の
う

宸し
ん

翰か
ん

額が
く

字じ　
　
　

二
通

指　

定　

平
成
六
年
三
月
三
十
一
日

所
在
地　

い
わ
き
市
小
名
浜
林
城
字
大
門

所
有
者　

禅
長
寺

室
町
時
代

海か
い

會え　

縦　

三
四
・
一
㎝
、
横　

五
六
・
二
㎝

普
門
山
禅
長
護
國
禅
寺　

縦　

九
五
・
〇
㎝
、
横　

一
六
・
八
㎝

正
親
町
天
皇
宸
翰
額
字
は
、禅
長
寺
山
門
に
掲
げ
ら
れ
た
木
造
扁
額「
普

門
山
禅
長
護
國
禅
寺
」、お
よ
び
仏
殿
内
に
掲
げ
ら
れ
た
木
造
扁
額「
海
會
」

（
共
に
県
指
定
）の
正
文（
原
本
）で
あ
る
。

天
正
七
年（
一
五
七
九
）七
月
に
、
勅
願
寺
と
し
て
の
地
位
と
「
諸
山
」

の
寺
格
が
与
え
ら
れ
た
時
に
、
禅
長
寺
に
下
さ
れ
た
正
親
町
天
皇
の
直
筆

の
書
で
あ
る
。
寺
に
伝
わ
る
綸り
ん

旨じ

お
よ
び
飛
鳥
井
雅
教
の
添
状
に
よ
り
明

ら
か
で
あ
る
。
な
お
、
当
時
の
住
職
は
育
芳
正
頤
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
位

牌
裏
面
に
刻
ま
れ
た
銘
文
に
よ
り
知
ら
れ
る
。

「
海
會
」
の
語
は
仏
教
辞
典
に
よ
れ
ば
、
極
楽
浄
土
の
諸
尊
諸
菩
薩
が

会
合
す
る
座
を
い
い
、「
海
」
に
は
徳
の
深
さ
と
数
の
多
い
こ
と
が
こ
め

ら
れ
て
い
る
。

正
親
町
天
皇
は
後
奈
良
天
皇
の
第
十
一
皇
子
で
、弘
治
三
年（
一
五
五
七
）

に
践せ
ん

祚そ

し
、
天
正
十
四
年（
一
五
八
六
）に
後
陽
成
天
皇
に
譲
位
す
る
ま
で

在
位
三
〇
年
に
及
ん
だ
。
朝
廷
の
極
度
の
窮
乏
の
中
で
即
位
し
た
が
、
織

田
信
長
や
豊
臣
秀
吉
の
尽
力
に
よ
り
、
皇
居
や
朝
儀
を
復
旧
し
朝
廷
の
面

目
を
保
っ
た
。
古
典
や
漢
学
を
よ
く
し
文ぶ
ん

雅が

の
伝
統
を
守
っ
た
。
ま
た
、

後
柏
原
院
流
の
流
麗
な
書
風
を
伝
え
る
能
書
家
で
あ
っ
た
。
文
禄
二
年

（
一
五
九
三
）七
七
歳
で
崩
御
し
た
。
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県指定重要文化財（古文書）

禅ぜ
ん

長ち
ょ
う

寺じ

文も
ん

書じ
ょ　
　
　

十
通

指　

定　

平
成
四
年
三
月
二
十
四
日

所
在
地　

い
わ
き
市
小
名
浜
林
城
字
大
門

所
有
者　

禅
長
寺

室
町
時
代
～
安
土
桃
山
時
代

禅
長
寺
文
書
は
、
中
世
か
ら
近
世
初
期
に
わ
た
る
文
書
で
、
そ
の
内
訳

は
左
の
と
お
り
で
あ
る
。

足
利
義
晴
公こ
う

帖じ
ょ
う　
　

享
禄　

元
年
（
一
五
二
八
）
閏
九
月　

十
二
日

岩
城
重
隆
寄
進
状　
　

天
文　

五
年
（
一
五
三
六
）
十
二
月　

十
六
日

足
利
晴
氏
公
帖　
　
　

天
文
十
五
年
（
一
五
四
六
）　

四
月　
　

一
日

足
利
晴
氏
公
帖　
　
　

天
文
二
十
年
（
一
五
五
一
）　

九
月
二
十
六
日

足
利
晴
氏
公
帖　
　
　

天
文
二
十
年
（
一
五
五
一
）
十
二
月　
　

八
日

足
利
義
氏
公
帖　
　
　

永
禄　

七
年
（
一
五
六
四
）　

十
月　

十
五
日

正お
お

親ぎ

町ま
ち

天
皇
綸り
ん

旨じ　
　

天
正　

六
年
（
一
五
七
八
）　

六
月
二
十
九
日

正
親
町
天
皇
綸
旨　
　

天
正　

七
年
（
一
五
七
九
）　

七
月　

十
二
日

飛あ
す

鳥か

井い

雅
教
副
状　
　

天
正　

七
年
（
一
五
七
九
）　

七
月　

十
七
日

禅
長
寺
分
田
畑
注
文　

慶
長　

九
年
（
一
六
○
四
）

こ
の
う
ち
、
十
二
代
将
軍
足
利
義
晴
の
公
帖（
室
町
幕
府
が
発
給
し
た
禅

宗
寺
院
の
住
持
の
任
命
書
）は
顕
材
へ
の
、
天
正
六
年
の
正
親
町
天
皇
綸
旨

は
顕
恵
へ
の
、
鎌
倉
五
山
建
長
寺
住
職
任
命
を
そ
れ
ぞ
れ
伝
え
る
も
の
で

あ
り
、
古
河
公
方
足
利
晴
氏
・
義
氏
の
公
帖
は
、
顕
澤
・
顕
俊
・
顕
恵
・

正
頣
へ
の
関
東
十
刹
禅
興
寺
住
職
任
命
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
。

天
正
七
年
の
綸
旨
と
飛
鳥
井
雅
教
副
状
は
、
禅
長
寺
が
禅
宗
の
官
寺
で

五
山
・
十
刹
に
次
ぐ
寺
格
で
あ
る
「
諸
山
」
の
位
を
安
堵
さ
れ
、
勅
願
寺

と
し
て
宸し
ん

筆ぴ
つ

を
下か

賜し

さ
れ
、
扁
額
を
許
さ
れ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
文
書
が
伝
存
し
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
寺
が
建
長
寺
な
ど
と

密
接
な
関
係
を
有
し
、
住
職
を
受
け
入
れ
て
き
た
事
実
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
禅
長
寺
分
田
畑
注
文
は
、
林
城
村
内
に
与
え
ら
れ
た
寺
領
三
十

石
の
書
き
上
げ
で
あ
る
。
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県指定重要文化財（古文書）

専せ
ん

称し
ょ
う

寺じ

文も
ん

書じ
ょ　
　
　

一
括

（
附
）　

文
書
箱　

授
手
印
状
箱

指　

定　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

所
在
地　

い
わ
き
市
平
字
山
崎
字
梅
福
山

所
有
者　

専
称
寺

室
町
時
代
～
昭
和
時
代

専
称
寺
は
梅
福
山
報
恩
院
と
称
し
、か
つ
て
は
浄
土
宗
鎮
西
義
の
一
派
で
あ

る
名
越
派
の
総
本
山
と
し
て
栄
え
た
寺
院
で
あ
る
。名
越
派
と
は
、浄
土
宗
の

開
祖
法
然
上
人
よ
り
四
代
目
の
良
弁
上
人
尊
観
が
、鎌
倉
の
名
越
谷
の
善
導
寺

に
在
住
し
た
の
で
、尊
観
の
教
え
を
名
越
派
と
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。名
越

派
の
発
展
は
尊
観
の
孫
弟
子
に
あ
た
る
良
山
上
人
妙
観
が
鎌
倉
末
期
に
磐
城
に

布
教
し
、如
来
寺
を
開
山
、さ
ら
に
上
人
の
門
弟
の
一
人
で
あ
る
良
天
が
折
木

（
広
野
町
）に
成
徳
寺
を
、同
じ
く
門
弟
の
良
就（
二
代
有
誠
の
門
弟
と
も
）が
応
永
二

年（
一
三
九
五
）に
専
称
寺
を
、ま
た
良
天
の
弟
子
に
あ
た
る
良
栄
が
下
野
の
大
沢

に
圓
通
寺
を
各
々
開
山
し
た
こ
と
に
よ
る
。こ
れ
ら
四
ヶ
寺
を
名
越
四
本
寺
と

称
し
、各
々
全
国
に
布
教
し
、特
に
津
軽
・
南
部
・
山
形
・
仙
台
に
広
ま
っ
た
。

専
称
寺
六
代
の
良
大
の
活
躍
に
と
も
な
い
、如
来
・
成
徳
の
両
寺
は
衰
退

し
、し
だ
い
に
名
越
派
は
専
称
寺
が
中
心
と
な
っ
て
い
っ
た
。特
に
、
江
戸

時
代
に
入
り
幕
府
は
、万
治
四
年（
一
六
六
一
）に
正
式
に
名
越
派
の
檀
林
と

し
て
、専
称
寺
・
圓
通
寺
を
認
め
た
こ
と
に
よ
り
、専
称
寺
は
実
際
に
は
自

分
の
末
寺
二
百
十
九
寺
の
み
を
支
配
す
る
の
で
は
な
く
、如
来
寺
三
十
一
ヶ

寺
・
成
徳
寺
三
十
五
ヶ
寺
の
末
寺
を
も
支
配
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
う
し
た
事
実
や
歴
史
を
踏
ま
え
て
専
称
寺
文
書
を
見
る
こ
と
に
よ
り
、東

北
の
宗
教
史
だ
け
で
な
く
、近
世
仏
教
史
を
考
え
る
重
要
な
史
料
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。特
に
、歴
代
住
持
の
附
法
状（
授
手
印
状
）は
、先
住
が
朱
で
手
印
を
押

し
後
住
に
渡
す
が
、こ
の
状
は
名
越
の
伝
法
・
伝
戒
を
正
し
く
伝
え
た
こ
と
を

証
す
る
当
寺
最
高
の
文
書
で
あ
る
。さ
ら
に
、惣
本
山
知
恩
院
の
徳
誉
・
浩
誉
上

人
ら
の
書
状
は
、専
称
寺
と
知
恩
院
と
の
結
び
つ
き
を
知
る
も
の
で
あ
る
。江
戸

時
代
、名
越
の
本
山
と
し
て
の
役
割
を
知
る
上
で
、増
上
寺
の
源
誉
上
人
の
書
状

や
、浄
土
宗
法
度
・
名
越
檀
林
定
書
な
ど
極
め
て
重
要
な
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
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県指定重要文化財（考古資料）

木も
く

造ぞ
う

妙み
ょ
う

見け
ん

尊そ
ん

立り
ゅ
う

像ぞ
う　
　
　

一
躯

指　

定　

昭
和
三
十
年
十
二
月
二
十
七
日

所
在
地　

い
わ
き
市
四
倉
町
字
西
三
丁
目

所
有
者　

妙
見
堂

鎌
倉
時
代（
十
四
世
紀
）

像
高　

二
七
㎝

妙
見
尊
は
一
般
的
に
妙
見
菩
薩
と
称
さ
れ
、
北
斗
七
星
中
の
主
星
で
あ

る
北
辰
を
最さ
い

勝し
ょ
う

星ぼ
し

と
し
、
こ
れ
を
尊そ
ん

星せ
い

王お
う

ま
た
は
妙
見
菩
薩
と
し
て
崇

拝
す
る
。
こ
の
菩
薩
は
国
土
を
擁
護
し
、
災
害
を
滅
し
、
国
難
を
滅
除
す

る
こ
と
を
誓
願
す
る
と
い
わ
れ
る
。

平
安
時
代
の
中
期
か
ら
関
東
に
勢
力
を
は
っ
た
桓
武
平
氏
の
間
に
は
、

妙
見
信
仰
が
強
く
普
及
し
て
い
た
。源
頼
朝
に
よ
る
文
治
五
年（
一
一
八
九
）

奥
州
合
戦
の
論
功
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
千
葉
常つ
ね

胤た
ね

が
好
島
荘
の
預
所
職
を

授
け
ら
れ
た
。
正
治
二
年（
一
二
〇
〇
）に
は
常
胤
四
男
で
あ
る
大
須
賀
胤た
ね

信の
ぶ

が
こ
の
預
所
職
を
引
き
継
ぎ
、
大
須
賀
氏
が
当
地
方
に
移
住
す
る
に
従

っ
て
、
妙
見
信
仰
も
移
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

春
日
厨ず

子し

に
安
置
さ
れ
た
御
尊
像
は
、
丸
頭
で
り
り
し
い
目
鼻
だ
ち
の

童
子
形
で
あ
る
。
童
直の
う

衣し

を
着
し
亀
の
背
に
立
ち
、
右
手
に
は
宝
剣
、
左

手
に
は
蛇じ
ゃ

体た
い

を
持
ち
、
背
に
は
円
光
背
を
負
っ
て
い
る
。
着
衣
に
は
宝ほ
う

相そ
う

華げ

唐か
ら

草く
さ

の
彩
色
が
あ
り
、
端た
ん

厳げ
ん

温お
ん

雅が

な
表
現
で
あ
る
。

作
者
は
不
明
で
あ
る
が
、
鎌
倉
時
代
末
の
制
作
と
み
ら
れ
、
妙
見
信
仰

の
歴
史
的
資
料
と
な
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

な
お
本
像
は
、
明
治
初
年
に
廃
寺
に
な
っ
た
真
言
宗
薬
王
寺
の
末
寺
で

あ
っ
た
妙
見
寺
の
所
有
仏
で
あ
っ
た
。
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県指定重要文化財（考古資料）

陶と
う　
　
　

棺か
ん　
　
　

一
基

指　

定　

昭
和
三
十
六
年
三
月
二
十
二
日

所
在
地　

い
わ
き
市
常
磐
藤
原
町
手
這

（
い
わ
き
市
考
古
資
料
館
内
）

所
有
者　

い
わ
き
市

古
墳
時
代（
六
世
紀
後
半
）

全
長　

一
七
〇
㎝

高
さ　

六
二
・
五
㎝
、
幅　

四
五
㎝

粘
土
で
形
成
さ
れ
、乾
燥
後
素
焼
き
で
仕
上
げ
た
埋
葬
用
の
棺
で
あ
る
。

古
墳
時
代
の
後
期
か
ら
奈
良
時
代
初
期
に
か
け
て
、
岡
山
県
を
中
心
と
し

た
地
域
で
盛
ん
に
用
い
ら
れ
た
。
関
東
以
北
で
は
数
例
発
見
さ
れ
て
い
る

が
、
東
北
地
方
で
は
こ
の
陶
棺
が
唯
一
の
出
土
例
で
、
形
式
的
に
も
類
例

が
な
く
き
わ
め
て
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。

白
黄
・
赤
褐
色
で
焼
成
は
土は

師じ

質し
つ

で
硬
く
、
全
面
に
櫛
目
の
整
形
痕
が

あ
る
。
胴
部
に
幅
三
㎝
の
箍た
が

が
巡
り
、
埴は
に

輪わ

と
同
質
の
製
法
に
共
通
す
る

特
徴
が
あ
る
。
底
面
は
船
底
状
と
な
り
、
二
㎝
程
の
小
孔
が
あ
け
ら
れ
て

い
る
。
円
筒
状
の
脚
が
三
行
七
列
に
二
十
一
本
配
列
し
、
平
面
隅
丸
長
方

形
の
棺
身
を
さ
さ
え
て
い
る
。

陶
棺
が
出
土
し
た
後
田
源
道
平
に
は
、径
一
〇
数
ｍ
の
円
墳
が
現
存
し
、

西
に
開
口
す
る
横
穴
式
石
室
の
奥
壁
が
残
存
し
て
い
る
。
覆
曲
し
た
矩く

側が
わ

を
西
に
向
け
、
石
室
内
に
安
置
さ
れ
た
発
見
当
時
の
写
真
が
残
さ
れ
て
い

る
。副

葬
品
に
は
直
刀
・
鐔
・
鉄て
つ

鏃ぞ
く

・
土
製
丸
玉
・
土
製
小
玉
・
土
製
環
・

土
製
小
環
が
あ
り
、
一
部
は
東
京
国
立
博
物
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
陶
棺
を
出
土
し
た
後
田
古
墳
群
は
、
鮫
川
左
岸
の
低
位
段
丘
上
に

形
成
さ
れ
、
附
近
に
は
前
方
後
円
墳
の
可
能
性
の
あ
る
埴
輪
を
も
つ
古
墳

や
、
裸
馬
と
渦
文
の
陰
刻
の
あ
っ
た
館
山
横
穴
墓
群
は
、
段
丘
西
面
崖
に

形
成
さ
れ
て
い
た
。
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寺て
ら

脇わ
き

貝か
い

塚づ
か

出し
ゅ
つ土ど

品ひ
ん　
　
　

一
括

指　

定　

昭
和
四
十
三
年
十
二
月
十
日

所
在
地　

い
わ
き
市
常
磐
藤
原
町
手
這

（
い
わ
き
市
考
古
資
料
館
内
）

所
有
者　

い
わ
き
市

縄
文
時
代（
後
期
～
晩
期
）

寺
脇
貝
塚
は
小
名
浜
字
古
湊
・
字
寺
ノ
脇
に
所
在
す
る
太
平
洋
に
つ
き

出
し
た
丘
陵
上
に
営
な
ま
れ
た
縄
文
後
期
か
ら
晩
期
の
貝
塚
で
、
い
わ
き

を
代
表
す
る
貝
塚
で
あ
る
。
現
在
、
港
ケ
丘
団
地
と
な
り
大
半
は
湮い
ん

滅め
つ

し

た
が
、
ご
く
一
部
が
残
っ
て
い
る
。

こ
こ
か
ら
出
土
し
た
鹿ろ
っ

角か
く

製せ
い

漁ぎ
ょ

労ろ
う

用
具
は
、
質
量
と
も
に
全
国
的
に
み

て
も
十
指
に
数
え
ら
れ
、
特
に
釣
針
の
出
土
数
は
、
我
が
国
の
首
位
を
な

す
ほ
ど
で
あ
る
。
な
か
で
も
結
合
釣
針
は
、
軸
と
針
先
を
別
々
に
作
り
、

曲
点
で
結
合
さ
せ
る
と
い
う
独
特
な
発
想
か
ら
う
ま
れ
た
も
の
で
、「
寺

脇
型
」と
呼
ば
れ
て
い
る
。
燕つ
ば
め

形が
た

離り

頭と
う

銛も
り

の
出
土
は
そ
の
南
限
に
位
置
し
、

形
態
の
特
異
さ
が
重
要
視
さ
れ
、
太
平
洋
岸
の
縄
文
時
代
の
後
・
晩
期
に

お
け
る
漁
労
文
化
と
縄
文
人
た
ち
の
環
境
に
対
す
る
適
応
性
を
如
実
に
示

し
た
遺
物
で
あ
る
。

多
量
の
土
器
片
と
と
も
に
土
偶
・
土ど

錘す
い

・
石せ
き

鏃ぞ
く

・
石
斧
・
石
皿
・
岩が
ん

偶ぐ
う

・
貝
輪
な
ど
が
出
土
し
、
イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
な
ど
の
動
物
の
骨
と
、
マ

ダ
イ
・
ス
ズ
キ
・
マ
グ
ロ
・
サ
メ
な
ど
の
魚
類
の
骨
が
大
量
に
採
集
さ
れ

た
。
特
に
マ
ダ
イ
と
マ
グ
ロ
が
豊
富
で
、
こ
れ
を
釣
る
た
め
の
結
合
釣
針

と
、
刺し

突と
つ

具ぐ

の
先
端
に
使
う
燕
形
離
頭
銛
の
発
達
を
う
な
が
し
た
自
然
的

環
境
を
物
語
っ
て
い
る
。
出
土
品
の
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

骨こ
っ

角か
く

牙き
ば

製
品　
　
　

二
八
七
点

貝
製
品　
　
　
　
　
　

一
六
点

土
製
品　
　
　
　
　
　

一
三
点

石
製
品　
　
　
　
　
　

四
二
点

土
器
片　
　
　

二
、七
四
四
点

自
然
遺
体　
　
　
　

三
三
七
点
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中な
か

田だ

横よ
こ

穴あ
な

出し
ゅ
つ土ど

品ひ
ん　
　
　

一
括

指　

定　

昭
和
五
十
八
年
三
月
二
十
五
日

所
在
地　

い
わ
き
市
常
磐
藤
原
町
手
這

（
い
わ
き
市
考
古
資
料
館
内
）

所
有
者　

い
わ
き
市

古
墳
時
代（
六
世
紀
後
半
）

中
田
横
穴
墓
は
、
い
わ
き
市
平
沼
ノ
内
字
中
田
に
所
在
す
る
。
西
か
ら

延
び
て
太
平
洋
に
接
す
る
丘
陵
の
西
急
崖
に
構
築
さ
れ
た
横
穴
墓
で
あ

る
。
前
後
二
室
の
特
殊
な
構
造
と
、
奥
室
周
壁
に
赤
白
二
色
の
三
角
形
の

装
飾
文
が
あ
る
。
質
量
と
も
に
優
秀
な
副
葬
品
が
出
土
し
、
東
北
の
古
墳

文
化
と
横
穴
墓
研
究
の
従
来
の
概
念
を
大
幅
に
書
き
か
え
る
動
機
を
招

き
、
学
術
上
貴
重
な
存
在
と
な
っ
た
。
出
土
品
の
年
代
は
、
後
期
古
墳
文

化
の
六
世
紀
後
半
か
ら
七
世
紀
初
頭
の
奈
良
仏
教
文
化
に
及
び
、
畿
内
の

文
化
と
深
い
か
か
わ
り
を
結
ん
だ
被
葬
者
像
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

主
な
出
土
品
と
し
て
は
、
金こ
ん

銅ど
う

製せ
い

馬ば

鈴れ
い

が
あ
る
。
長
径
一
五
㎝
の
鋳
銅

製
で
、
全
面
に
厚
く
金
メ
ッ
キ
が
施
さ
れ
て
お
り
、
中
に
石
の
珠
が
入
っ

て
い
て
、
振
る
と
金
属
製
の
音
が
す
る
。
日
本
最
大
の
大
き
さ
で
、
胸む
な

繋が
い

の
飾
り
に
用
い
ら
れ
た
。
木も
く

芯し
ん

鉄て
つ

地じ

金こ
ん

銅ど
う

張ば
り

壺つ
ぼ

鐙あ
ぶ
み

は
、
鉄
地
板
に
金
メ

ッ
キ
し
た
銅
板
を
鋲
ど
め
し
た
鐙
で
あ
る
。
鉄て
つ

地じ

金こ
ん

銅ど
う

張は
り

鐘が
ね

形が
た

杏き
ょ
う

葉よ
う

は
、

透
彫
り
の
鉄
地
板
に
金
銅
板
を
張
っ
て
い
る
。
青せ
い

銅ど
う

製せ
い

鈴す
ず

杏き
ょ
う

葉よ
う

・
金こ
ん

銅ど
う

張は
り

雲う

珠ず

・
辻
金
具
・
鞍く
ら

金か
な

具ぐ

な
ど
、
金
色
燦さ
ん

然ぜ
ん

た
る
馬
具
一
式
が
あ
る
。

武
器
・
武
装
に
は
銀ぎ
ん

象ぞ
う

嵌が
ん

円え
ん

頭と
う

把つ
か

頭が
し
ら

・
銀ぎ
ん

装そ
う

鉾ほ
こ

・
刀と
う

子す

・
鉄て
つ

鏃ぞ
く

・
桂け
い

甲こ
う

小こ

札ざ
ね

が
あ
る
。

装
身
具
と
し
て
金こ
ん

銅ど
う

製せ
い

耳じ

環か
ん（
イ
ヤ
リ
ン
グ
）、
瑪め

瑙の
う

勾ま
が

玉た
ま

、
碧へ
き

玉ぎ
ょ
く

管く
だ

玉た
ま

、
ガ
ラ
ス
丸
玉（
ネ
ッ
ク
レ
ス
）、
青せ
い

銅ど
う

製せ
い

釧く
し
ろ

、
ガ
ラ
ス
小
玉（
ブ
レ
ス
レ

ッ
ト
）が
あ
る
。
そ
の
他
に
青
銅
銅
鋺
の
蓋
と
珠し
ゅ

文も
ん

鏡き
ょ
う

が
あ
る
。

出
土
品
総
数
一
、
二
一
九
点
で
内
訳
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
刀
装
具
一

一
個
、
刀
子
一
三
口
、
弓
金
具
一
一
個
、
鉄
鏃
一
三
一
個
、
桂
甲
小
札
五

七
五
枚
、
馬
具
類
一
二
四
個
、
玉
類
三
四
顆
、
耳
環
三
個
、
釧
二
個
、
須す

恵え

器き

三
口
、
銅
鋺
蓋
一
合
、
珠
文
鏡
一
面
。
そ
の
他
多
数
。
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八や

幡あ
ど

横よ
こ

穴あ
な

群ぐ
ん

出し
ゅ
つ土ど

品ひ
ん　
　
　

一
括

指　

定　

昭
和
六
十
二
年
三
月
二
十
七
日

所
在
地　

い
わ
き
市
常
磐
藤
原
町
手
這

（
い
わ
き
市
考
古
資
料
館
内
）

所
有
者　

い
わ
き
市

古
墳
時
代（
六
世
紀
末
～
七
世
紀
初
）

八
幡
横
穴
墓
群
は
滑
津
川
河
口
に
近
い
、
い
わ
き
市
平
下
高
久
字
八
幡

に
所
在
す
る
。
西
か
ら
の
び
る
丘
陵
先
端
の
南
急
斜
面
に
構
築
さ
れ
た
古

墳
時
代
後
期
の
横
穴
墓
群
で
あ
る
。

昭
和
五
十
年
二
月
に
三
一
基
が
調
査
さ
れ
、
古
く
か
ら
開
口
し
た
り
、

崩
落
し
た
り
し
た
も
の
が
多
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
質
の
高
い
豊
富

な
副
葬
品
が
出
土
し
、
東
北
の
横
穴
墓
研
究
に
無
視
で
き
な
い
学
術
上
の

成
果
を
も
た
ら
し
た
。
特
に
忍に
ん

冬ど
う

唐か
ら

草く
さ

文も
ん

を
透
彫
り
し
た
金こ
ん

銅ど
う

製せ
い

幡ば
ん

金か
な

具ぐ

三
点
の
出
土
は
、我
が
国
で
も
き
わ
め
て
稀
な
出
土
品
で
、奈
良
法
隆
寺
・

正
倉
院
に
類
例
が
あ
る
だ
け
で
、
仏
教
文
化
と
の
か
か
わ
り
を
考
え
る
上

で
注
目
さ
れ
て
い
る
。
金
銅
製
飾
太
刀
の
鞘
金
具
は
、
双そ
う

龍り
ゅ
う

環か
ん

頭と
う

太た

刀ち

の
新
し
い
型
式
に
相
当
し
、
白
穴
横
穴
墓
出
土
の
古
式
双
龍
環
頭
太
刀
と

と
も
に
、
大
和
政
権
か
ら
賜
わ
っ
た
儀ぎ

仗じ
ょ
う

用よ
う

の
威
信
財
で
あ
り
、
畿
内

と
の
強
い
文
化
的
か
か
わ
り
を
示
す
貴
重
な
遺
物
で
あ
る
。

主
な
出
土
品
は
、
第
一
号
墓
の
玉
類
、
第
三
号
墓
の
玉
類
と
銀
環
・

銀ぎ
ん

象ぞ
う

嵌が
ん

鐔つ
ば

・
金
銅
製
馬
具
、
一
三
号
墓
の
幡
金
具
、
一
四
号
墓
の
桂け
い

甲こ
う

小こ

札ざ
ね

・
鉄
鐔
・
馬
具
、
二
三
号
墓
の
貝
製
装
飾
具
・
金こ
ん

銅ど
う

製せ
い

胡こ

籙ろ
く

金か
な

具ぐ

、

二
四
号
墓
の
銅ど
う

釧く
し
ろ

・
金
銅
製
飾
太
刀
、
二
五
号
墓
の
馬ば

鐸た
く

・
刀
装
具
な

ど
で
あ
る
。

出
土
品
の
総
数
は
七
、
七
五
三
点
で
、
刀
身
刀
装
具
三
九
三
、
小
刀
・

刀と
う

子す

五
六
、弓
・
胡
籙
金
具
四
六
、鉄て
つ

鏃ぞ
く

八
七
三
、桂
甲
小
札
四
、七
三
〇
、

鉄
斧
一
五
、
鉇が
ん
な

一
、
釘
二
八
、
馬
具
類
六
九
七
、
玉
類
六
〇
二
、
耳じ

鐶か
ん

六
、

釧く
し
ろ

二
、
貝
製
品
七
、
幡
金
具
三
、
須す

恵え

器き

二
四
、
土は

師じ

器き

四
九
、
漆
製
品
、

木
製
品
一
括
で
あ
る
。
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上う
え

ノの

原は
ら

経き
ょ
う

塚づ
か

出し
ゅ
つ土ど

品ひ
ん　
　
　

一
括

指　

定　

平
成
十
二
年
三
月
三
十
一
日

所
在
地　

い
わ
き
市
常
磐
藤
原
町
手
這

（
い
わ
き
市
考
古
資
料
館
内
）

所
有
者　

い
わ
き
市

平
安
時
代（
十
二
世
紀
中
期
）

経
筒　

高
さ　

二
七
・
五
㎝
、
直
径　

一
一
・
九
㎝

上
ノ
原
経
塚
は
、平
成
七
年
、常
磐
自
動
車
道
建
設
に
伴
う
事
前
調
査
に

よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
。好
間
町
北
好
間
字
上
ノ
原
地
内
の
見
晴
ら
し
の
よ

い
丘
陵
端
に
、礫
積
み
の
マ
ウ
ン
ド
を
伴
う
遺
構
内
か
ら
発
見
さ
れ
、経
筒

を
中
心
に
、鉄
刀
・
鉄て
つ

鏃ぞ
く

・
土
器
類
・
炭
な
ど
の
副
葬
品
を
伴
っ
て
い
た
。

鋳
銅
製
経
筒
で
、
東
北
地
方
最
古
の
喜
多
方
市
松
野
千
光
寺
経
塚
出
土

品（
県
指
定
、
大だい
治じ
五
年（
一
一
三
〇
））に
比
べ
て
格
段
に
進
歩
し
、
隆
帯
に
よ

る
装
飾
や
滑
沢
な
器
面
な
ど
、
十
二
世
紀
中
葉
頃
の
特
長
を
窺う
か
が

わ
せ
る
。

外
容
器
を
は
ぶ
き
、
経
筒
の
み
の
埋
納
に
十
分
耐
え
得
る
高
い
水
準
の
金

工
品
で
も
あ
る
。

経
筒
内
に
は
、
流
し
漉
き
法
に
よ
る
生
紙
を
用
い
た
朱
書
法
華
経
八

巻
・
木
製
経
軸
一
本
の
ほ
か
に
、
何
も
書
か
れ
て
い
な
い
料
紙
二
巻
分
が

遺
存
し
て
い
た
。
関
東
大
震
災
に
よ
っ
て
、
須
賀
川
市
米
山
寺
経
塚
の
朱

書
法
華
経
が
失
わ
れ
た
現
在
、「
金
剛
仏
子
慶
豪
」「
金
剛
仏
子
證
覚
」
な

ど
写
経
者
名
も
確
認
で
き
、
残
欠
と
は
い
え
巻
六
ま
で
は
各
巻
の
長
さ
も

復
元
で
き
る
点
か
ら
み
て
も
す
ぐ
れ
た
遺
品
と
言
え
る
。

経
筒
の
埋
納
状
況
や
副
葬
品
の
あ
り
方
、
紙
本
朱
書
法
華
経
な
ど
、
遺

構
と
遺
品
が
セ
ッ
ト
と
し
て
確
認
で
き
、
ま
た
、
好
島
西
庄
を
一
望
で
き

る
立
地
条
件
な
ど
、
地
理
的
、
歴
史
的
背
景
を
考
察
す
る
上
で
重
要
な
資

料
で
あ
る
。

発
見
後
の
各
種
試
料
分
析
、
保
存
処
理
、
保
存
方
法
に
も
万
全
を
期
し

て
お
り
、
今
後
、
我
が
国
の
経
塚
出
土
品
の
中
で
も
重
要
な
位
置
を
占
め

る
こ
と
は
明
ら
か
で
、
仏
教
史
、
地
方
史
を
考
え
る
上
か
ら
も
重
要
視
さ

れ
る
経
塚
遺
品
と
し
て
評
価
が
高
い
。


